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    蓄光材表示デバイスの性能向上 

マトリックス樹脂の屈折率調整による発光効率の改善 
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容 

 

概  要 

 

樹脂をマトリックスとして蓄光材（りん光を発する機能素材）を複合した発

光表示デバイスにおいて、両者界面での反射を抑制することにより、蓄光材の

励起効率やりん光の透過性を改善し、輝度、認識可能時間の向上を図る。 

従来技術・ 

競合技術 

との比較 

（優位性） 

表示デバイスの発光性能（輝度、認識可能時間）を高めるためには蓄光材の

配合量を増やす必要があるが、蓄光材は極めて高価である。本技術では、同じ

配合量でもマトリックス樹脂を調整することにより発光性能を向上できる（も

しくは、少ない蓄光材量で同等の性能を維持できる）可能性がある。 

本技術の 

有用性 

蓄光材を応用した表示デバイスは、停電等の電源消失時においても非常口や

避難通路等を指し示すことが可能なものであることから、その発光性能を向上

させることは非常に重要である。 

関連情報 

（図・表・写真等） 

 

 

適用可能製品 
りん光による発光表示製品（非常口、通路誘導表示など） 
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